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調査結果の評価と判断（水質、川底）

調査結果の評価
　川の水質と川底の状況の評価は、算
出した水質評価点および川底評価点を
表にあてはめ、それぞれの水環境とし
ます。

［記入例から］
　　水質評価点＝1.0点

（Ⅰ：快適な水環境）

　　川底評価点＝2.2点
（Ⅲ：不快を感じない水環境）

評価値の判断
　調査地点の様子で調べた「Ａ．川の
地形」は、その地域の風土を作り上げ、
「Ｂ．川の背景」としての土地の利用
状況は生活様式であり、私たちの生活
環境の基盤となるものです。
　この生活環境の基盤を「水環境評価
の基礎点」とし、「水質の評価点」お
よび「川底の評価点」を比較します。
　その調査地点で「水質の評価点」が
「水環境評価の基礎点」より小さけれ
ば水質は良好であり、大きければより
汚濁していると判断できます。
　また、「川底の評価点」が「水環境
評価の基礎点」より小さければ川底の
状況は良好な状態であり、大きければ
悪化していると判断できます。

水質と川底評価点からの水環境評価

階級 水環境の快適さ
評価点
水質　川底

目安
平均

評価の
基礎点

Ⅰ ：快適な水環境 1.0 1.0 1.0
1.1

1.0

Ⅱ ：親しめる水環境 1.2

1.4

1.6

1.2

1.4

1.6

1.2
1.3
1.4
1.5
1.6
1.7

1.5

Ⅲ ：不快を
　感じない水環境

1.8

2.0

2.2

1.8

2.0

2.2

1.8
1.9
2.0
2.1
2.2
2.3

2.0

Ⅳ ：多少不快な
　　　　　水環境

2.4

2.6

2.4

2.6

2.4
2.5
2.6
2.7

2.5

Ⅴ ：不快な水環境 2.8
3.0

2.8
3.0

－
－ 3.0

水環境評価の基礎点
Ａ．川の地形 Ｂ．川の背景 基礎点
１．渓流域 １．森林

２．畑・水田
1.0
1.5

２．山間流域 １．森林
２．畑・水田
３．市街地

1.5
2.0
2.5

３．平地流域 １．森林
２．畑・水田
３．市街地

2.0
2.5
3.0
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水環境の総合評価と改善のめやす

総合評価
［記入例からの判断］
　　評価基礎点＝2.0点＞水質評価点＝1.0点（快適な水環境）　　　　➡　良好である
　　評価基礎点＝2.0点＜川底評価点＝2.2点（不快を感じない水環境）➡　悪化している

　底生動物の判定結果
　　＝親しめる水環境（Ⅱ）

改善のめやす
　川の水の約40％が不溶解性の有機物で、約２
～９g/㎡・日が堆積すると考えられています。
このことから、水質と川底の評価値の平均値を
水環境の改善目標値とします。

［改善のめやす］
　（水質の評価値＋川底の評価値）
　　　　　　　　２　　　　　　　
［記入例から］
　（1.0＋2.2）＝1.6　　　  ２
　　めやす：親しめる水環境

　よりよい水環境を求めるために、水質と川底
の評価値から水環境の改善目標を定め、その対
策について検討し、生活排水対策などにより汚
濁物質を削減する必要があります。

調査結果の報告
　各市町村が調査した場合は、下記宛に報告してください。また、各種団体や一般の方が身近
な川で調査した場合は、その代表者が報告してください。
　報告内容：「川の水環境調査記録用紙（P.30）」と調査地点の地図、その他募集案内等の
　　　　　　参考となるもの
　　送付先：熊本県環境生活部環境局環境保全課
　　　　　　〠862-8570 熊本市水前寺６丁目18番１号（電話：096-383-1111）

［記入例の総合評価］
　この地点の地形的な自然環境および土地利用状況からみて、
良好な水質が保たれているが、川底は悪化しており、底生動物
の調査結果からも “親しめる水環境 ”であると判断できます。

水環境を改善するめやす

階級 水環境の快適さ
評価点

水質　川底

目安

平均

評価の基

礎点
Ⅰ ：快適な水環境 1.0 1.0 1.0

1.1
1.0

Ⅱ ：親しめる水環境 1.2

1.4

1.6

1.2

1.4

1.6

1.2
1.3
1.4
1.5
1.6
1.7

1.5

Ⅲ ：不快を
  感じない水環境

1.8

2.0

2.2

1.8

2.0

2.2

1.8
1.9
2.0
2.1
2.2
2.3

2.0

Ⅳ ：多少不快な
　　　　  水環境

2.4

2.6

2.4

2.6

2.4
2.5
2.6
2.7

2.5

Ⅴ ：不快な水環境 2.8
3.0

2.8
3.0

－
－ 3.0
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川の水環境調査記録用紙

調査河川名 　　　　（水系：　　　）

調査地点名

調査団体名

代 表 者 名 参加人数 人

連絡先住所
  電話：         －        －          （　　） 

調査年月日 平成　年 月　日 調査時間

調査日天候 気　　温 ℃

１．調査地点の様子を調べる
Ａ．川の地形 １．渓流域　２．山間流域　３．平地流域

Ｂ．川の背景 １．森林　　２．畑・水田　３．市街地

１．評価基礎点　（Ａ＋Ｂ）／２＝　　 　点

２．水質を調べる
ａ．水の色 １．無色　２．緑茶色　３．白・灰・黒色

色相（　　　　　　　　　　）

ｂ．水の　
　　におい

１．無臭　　　　　　　３．においあり
におい（　　　　　　　　　　）

水　温 ℃ pH（パックテスト）

透視度 ㎝ COD（パックテスト） ㎎ /L

ｃ．透視度 １．80㎝以上　２．60㎝以上　３．60㎝未満

ｄ．ｐＨ １．6.5～8.5　２．6.4以下　 ３．8.6以上

ｅ．ＣＯＤ １．5.0㎎ /L未満　　　３．5.0㎎ /L以上

２．水質評価点（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ）／５＝　　 点

３．川底を調べる
調査場所 早瀬　　　平瀬

ｆ．石の状態 １．浮き石　　　　　　３．沈み石

ｇ．石の大きさ １．すいか　２．メロン　３．みかん

ｈ．堆積物の種類 １．なし　　２．砂泥　　３．泥（腐敗）

ｉ．付着藻類色 １．茶緑色　２．緑色　　３．白灰黒色

ｊ．付着藻類量 １．少ない　２．多い　　３．マット状

３．川底評価点（ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ）／５＝　　  点

４．底生動物を調べる

階級 №　　　指標生物名
水質環境評価階級

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

快
適
な
水
環
境
（
Ⅰ
）

１．カワゲラ類

２．ナガレトビケラ類

３．ヒゲナガカワトビケラ類

４．チラカゲロウ

５．携巣性トビケラ類

６．ニッポンヨコエビ・サワガニ

７．ヒラタカゲロウ類

親
し
め
る
水
環
境
（
Ⅱ
）

８．ウズムシ類（プラナリア）

９．ヘビトンボ類

10．マダラカゲロウ類

11．タニガワカゲロウ類

12．ブユ類・ガガンボ類

不
快
を

感
じ
な
い
水
環
境
（
Ⅲ
）

13．カワニナ

14．ヒラタドロムシ類

15．コカゲロウ類

16．コガタシマトビケラ

17．ユスリカ類（白・緑）

多
少
不
快
な

　
　

水
環
境
（
Ⅳ
）

18．貝類

19．サホコカゲロウ

20．ミズムシ（等脚目）

21．ヒル類
不
快
な
水
環
境（
Ⅴ
）

22．サカマキガイ

23．イトミミズ類

24．セスジユスリカ（赤）

25．ホシチョウバエ

得
点
の
集
計

出現した種の数（○＋●）

最も多い種の数（●）

得点の合計

底生動物による
　　川の水環境評価の判定

№                
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水環境保全啓発活動（啓発活動の企画運営：１）

　この啓発活動とは、事業場からの排水や生活排水が川に放流される場合、川の水質や川に生
息している生物（主に水生昆虫）にどのような影響を与えるのか、野外において簡易的な水質
検査や川底の状態および底生動物の観察を通して、川の水環境を評価すると共に、生活排水対
策の重要性について多くの人々に知ってもらうことです。

啓発活動の企画運営
啓発活動の内容
⑴　川の生物観察会
　調査地点は、参加人数と調
査地点の状況により１～２地
点に絞り、比較的時間のかか
る生物調査に重点をおいて行
きます。
⑵　河川パトロール
　川のある一定区間を歩きな
がら（空き缶などの投棄物を
回収）、調査ポイント（橋など
３～５地点）で水質調査に重
点をおいた調査を行います。
　なお、時間のかかる生物調
査は各調査ポイントで採集だ
けを行い、室内で分類作業、
結果報告、反省会などを行う
とよいです。

啓発活動の運営
⑴　調査場所の選定
　必ず下見をし、予測参加者
数に応じた地点の設定や観察
路を選びます。
　危険な場所やトイレなども
確認しておきます。

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

実施
調査および結果の反省会

第１回
下見

調査場所
の条件

小虫学校
子供会
婦人会
一般参加

受付係
進行係
指導者

第２回
下見

危険な場所
トイレ確認

道具の準備
（参加人数、時間）

県環境保全課にも報告してください

参加者募集

参加人数の把握

参加者の対象を決める啓発活動の内容を決める

目的と参加者の要求度

テーマを決める
（＊＊川の生物観察会）
（＊＊川水環境パトロール）

日程・場所決定
パンフレットの作成

打合せ

役割分担

記録の整理・報告（広報誌など）
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水環境保全啓発活動（啓発活動の企画運営：２）

⑵　参加者の対象
　小・中学校、子供会、婦人会、老
人会および一般などの対象者を決
め、募集の手段としてパンフレット
を作成し、新聞、区長、子供会役員、
学校などに呼びかけます。
⑶　役割分担
　受付、進行係、指導者、器材、道
具の運搬および案内板の設置、緊急
時の体制などの分担を決めておきま
す。
　なお、場合によっては１日障害保
険などの加入も必要です。参加者の
名簿を必ず作成します。
⑷　案内（パンフレット）
　目的、活動の概要を記載し、主催、
日時、集合場所（雨天の場合の行動）、
服装、持ち物および問合わせ先を必
ず明記します。
⑸　記録の整理
　参加人数や調査結果を整理して記
録し、広報誌などに記載し、活動内
容を報告します。

河川
パトロール

河川
生物観察会
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参考図書・文献

参考図書
　川の水環境を調べるために、下記の図書があると便利です。
１）日本地図センター（編集）　地形図の手引き
２）日本自然保護協会（編集）　川の自然かんさつ
３）牛島盛光　　　　（編著）　熊本の川と生活（熊本の風土とこころ第３集）
４）小倉紀雄　　　　　　　　　調べる・身近な水，　㈱講談社
５）津田松苗、六山正孝　　　　水生昆虫，　㈱保育社
６）津田松苗　　　　（編集）　水生昆虫の生態と観察，　ニューサイエンス社
７）谷田一三　　　　（監修）　滋賀の水生昆虫・図解ハンドブック，　㈱新学社
８）大串竜一　　　　　　　　　水生昆虫の世界（流水の生態），　東海大学出版会

参考文献
　本書の編集に際して用いた参考および引用文献は下記のとおりです。厚く感謝の意を表しま
す。
１）合田　健（編）　　（1979）　水環境礎表，　思考社
２）沼田　真（監）　　（1973）　生態学研究シリーズ　川の生態学，　築地書館
３）小倉　紀雄　　　　（1987）　調べる・身近な水，　㈱講談社
４）半谷　高久　　　　（1960）　水質調査法，　丸善株式会社
５）環境庁水質保全局　（1990）　水生生物による水質の調査法（６版）
６）名古屋市公害対策局（1989）　水辺環境モニタリング・観察のてびき
７）神奈川県環境部　　（1985）　リバー・ウオッチング
８）大阪府環境保健部　（1992）　リバー・クエスト
９）津田　松苗（編）　（1962）　水生昆虫学，　㈱北隆館
10）川合　禎次（編）　（1985）　日本産水生昆虫検索図説，　東海大学出版会
11）上野　益三（編）　（1975）　日本淡水生物学，　㈱北隆館
12）熊本県公害部　　　（1984）　生物による水質判定調査報告書（菊池川水系）
13）熊本県公害部　　　（1985）　生物による水質判定調査報告書（球磨川水系）
14）熊本県公害部　　　（1986）　生物による水質判定調査報告書（白川・坪井川水系）
15）熊本県公害部　　　（1987）　生物による水質判定調査報告書（緑川水系）
16）熊本県公害部　　　（1988）　生物による水質判定調査報告書（氷川等その他の河川）
17）熊本県環境公害部　（1991）　ホタル生息環境水質調査報告書
18）熊本県環境公害部　（1994）　水質調査報告書別冊　Ⅷ水生生物による水質調査結果
19）小田泰史他　　　　（1992）　用水と廃水　第34巻第２号　産業用水調査会
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快適な生活環境とは、多種多様な生物の生態系が維持さ
れ自然の循環と自浄能力や再生能力が機能することです。

熊本県内の河川で底生動物を用いて、川の水環境を評価
するのに最も適した指標生物を 25種類選定しました。
是非、身近な川の水環境を調べてください。

川の水環境

調査のてびき

平成23年10月発行

編集・発行　　熊本県環境生活部環境局環境保全課





　
　
　

　
　
　
　

　私たちが、川を訪れ水辺に近づくとき、空き缶、空きビ
ン、ポリ容器、ビニール袋などのゴミが目につくと、とて
も不快な感じになります。
　水と陸の異なる環境をつなぐゾーンとしての水辺や川岸
は、ホタル（水生昆虫）や水鳥などの生息の場として重要
な場所であり、私たちの身近な憩いの場でもあります。
　川や水辺などに、ゴミなどを捨てるのをやめ、自然のま
まの状態で保護しましょう。

発 行 者：熊本県
所　　属：環境保全課
発行年度：平成 23年度




